
■コンソーシアム概要
『⾷』に関する社会的課題として、地球の
⼈⼝増加と異常気象に伴う将来の⾷料不
⾜、農業就業者の⾼齢化と労働⼒不⾜、
需要と供給の偏在などがあげられる。
ＳＤＧｓ「すべての⼈に健康と福祉を」に
向けた国際的活動もあり、⾷と健康の課題
に対して科学が介⼊する必然性が存在す
る。
本コンソーシアムでは、特に植物を中⼼と
した先端技術による品種開発／先端技
術による⽣産性向上システム開発／先端
技術により作出された作物の社会実装加
速化／新規機能性⾷品素材の開発／植
物による有⽤物質⽣産技術を開発し、新
たな⾷の価値観の創⽣・拡⼤を進め、⾷に
関する産業のイノベーションを推進します。

⾷の未来を拓く⾰新的先端技術の創出
領域統括︓江⾯ 浩 筑波⼤学 ⽣命環境系/つくば機能植物イノベーション研究センター 教授

ゲノム情報解析やゲノム編集技術によって品質・機能性成分、⽣産性等に優れる⾼付加価値品種を迅速に開発
研究開発課題1 先端技術による品種開発

ゲノム育種基盤の構築

ゲノム編集技術の開発

植物⽣育促進剤 有害⽣物防除剤

⼤量調整
（微⽣物⽣産、変換）

⾷と先端技術共創コンソーシアム
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